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図1 2016年度国境マラソンに集う猛者たち。すべてはここからはじまった。

走等を行い、トライアスロンイベントのパッケージ化を試みた。もちろん

国境マラソンも走った（図 l)。この年の活動で明らかになったのは、対

馬におけるトライアスロンコースの設計は十分に可能であるということで

ある。その一方で、新規イベントの交通規制の申請の難しさや、ボランティ

アスタッフの確保をはじめとしたトライアスロンそのものではなく、イベ

ントの運営に関する多くの課題があることも明らかになった。

そこで、上記の点を念頭に置いた対馬における実現可能性の高いトライ

アスロンのパッケージとして、我々はセルフ・トライアスロンシステムを

考案した（須藤・東， 2017)。セルフ・トライアスロンシステムとは、既

存の水泳・自転車・マラソンに関するいずれかの競技型イベントに参加し、

トライアスロンに不足する種目を自主的に行うことで、結果的にトライア

スロンの遂行ができる方法である。このシステムを用いることで、公的な

トライアスロンイベントが開催されていない地域でも競技を実施できるこ

とから、競技を小規模かつ有志で開催する場合には非常に有効な方法であ

るといえる。
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須藤竜之介すどう りゅうのすけ

九州大学大学院システム生命科学府 一貫制博士課程5年

持続可能な社会を拓く決断科学大学院プログラム 健康・統治・環境モジュール。 1989年東京都生まれ。実は
0歳から水泳に通い、小学校時代にはトライアスロンスクールヘ通っていたことがある。人生、何が役に立つ
かはわからないもの。


